














































A Case Study of exercise effect on Self-Activities of children  
with Autism Spectrum Disorder 
─Utilize exercise program using Teaching Practice of  
Jiritsu Katsudo and Movement Education─














































































1 のどが乾いたら，必要な水分をとることができる 0 1 2 ？
2 疲れや不調がわかり，体を休めることができる 0 1 2 ？
3 けがや身体の痛む部分を，伝えることができる 0 1 2 ？
4 けがの簡単な処置を保健室で受けることができる 0 1 2 ？
5 けがや体調不良の時には，安静にしていることができ
る
0 1 2 ？
6 身体を動かすことを嫌がらず，屋外で楽しくあそぶこ
とができる
0 1 2 ？
7 朝の運動や体育などの時間に意欲的に運動に取り組む
ことができる
0 1 2 ？
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